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専攻医
の主張

医師として、周囲の人のために

県立広島病院　脳神経内科　飯石　隼也

　脳神経内科専攻医1年目の飯石隼也と申します。
両親は島根県出身で、私自身も生まれは島根県で
すが、幼少期から広島市で過ごしました。広島学
院中学校・高等学校で漠然と過ごす中で、周囲の
人のために働きたいという思いだけは常に持って
おり、それを最も形にしやすく想像しやすい職業
と考えて医師の道を志しました。広島大学医学部
に入学し、実家の近くの県立広島病院で初期研修
を行い現在も引き続き勤務しています。
　神経という目に見えないものを相手にする難
解さ、神経の仕組みにより症状を説明できた時
の感動から脳神経分野に興味を持つようになり
ました。初期研修でも魅力的な症例に出会うこ
とができたほか、優しく指導的な先生方に惹か
れて脳神経内科を選びました。
　県内でも有数の病床数を持つ当院では幅広い
疾患を経験することができ、勉強することが増
え続ける毎日です。脳血管内治療にも携わらせ
ていただいており、カテーテル治療のハンズオ
ンや、脳神経内科による脳血管内治療の研究会
に参加して刺激を受けています。将来血栓回収
療法の適応症例を対応した際に自分で治療を行
うことができなければ確実に後悔すると思い、
脳血管内治療専門医の取得を目標としています。
最近初めての術者症例を経験させていただき、
一層気合が入っているところです。

　充実した毎日を送ることができている私です
が、最も大切にしているのは周囲の人との関わ
りです。脳神経内科医として重要なのは患者と
の対話であり、長期間にわたって患者と関係を
築いていくことだと思います。完治させること
が難しく生涯付き合っていく必要がある疾患が
数多くある脳神経内科分野において、患者との
信頼関係は欠かせません。また専攻医になって
以降、医師の仕事は周囲の人の支えで成り立っ
ており、最前線で戦っている他職種の方々がい
なければ医療は実現できないと強く感じるよう
になりました。少しでも周りの助けになれるよ
う、できるだけ現場に足を運んでコミュニケー
ションを取ることを心がけているつもりです。
　疾患だけでなく、患者本人や家族と時間をか
けて関わっていくことができる脳神経内科は自
分に合っているように思います。血栓回収療法
のように劇的に症状が改善することもあれば、
治療が効果を持たず無力さを感じることも多い
ですが、その中でも最善を尽くすことが医師と
して果たすべき役割だと考えます。患者や周囲
の人に信頼され、この人に診てもらいたい、一
緒に働きたいと思われるような医師になること
が目標です。未熟で至らない点ばかりですが、
日々少しでも成長できるよう精進してまいります。
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